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東京2020大会を通じた
海のレガシー

スポーツ庁長官

鈴木大地氏

オープン・ウォーター・スイミングを通して得られたこと

鈴木大地：ソウル五輪金メダリスト。日本水泳連盟の常務理事・会長、順天堂大学教授などを経て、現在はスポーツ庁長官、博士（医学）

インタビュワー:瀧澤
―― 鈴木長官は、水泳のソウルオリンピック金メダリスト
ですが、本日はとくに、海との関わりを中心に伺いたいと
思います。
長官は、日本水泳連盟の常務理事時代に、海、川、湖な
ど自然水域での長距離水泳である、オープン・ウォーター・
スイミング（以下、OWS）の統括責任者を務められたそう
ですが、OWSとの出会いをお聞かせ願います。

鈴木
OWSはマラソンスイミングとも呼ばれますが、2008年の

北京五輪から正式種目に採用され、世界の水泳関係者も

真剣に競技としてとらえるようになりました。近年オリン

ピックは肥大化が進んでいるので、競技や種目を減らし

たほうがよいのではないかという流れがあるなか、OWS

はあえて採用されたほどです。それほど、世界的に普及

していると言えます。

OWSが五輪種目になることが決まったころ、私は母校で

ある順天堂大学で教鞭を執っていました。オリンピックに

採用されたにもかかわらず、当時はOWSに関する論文な

どの研究結果がほとんどありませんでした。それならば自

分が研究しようと、水泳部の学生たちの運動データを心

電図などで計測したり、OWSのレースに出場してもらった

りしました。専門的なトレーニングを積んでいなかったに

も関わらず、なんと優勝してしまいました。それが世界選

インタビュー ①
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手権の予選レースでもあったので、順天堂大学の学生が

日本代表として出場することになり、私も代表監督として

同行しました。そのころから、OWSと関わりがありました。

しかし、海で泳ぐこと自体は、私が現役の競泳選手だった

ころから、トレーニングに利用できないかと考えておりま

した。競泳は、もちろんプールで泳ぎます。プールでの

練習は、ややもすると単調なことの繰り返しのため、もっ

と面白い練習方法はないかと考えたのです。

たとえばマラソンなら、トラックを何周もする練習方法も

あれば、クロスカントリーのように林の中を走ったり、ビー

チを走ったり、信号機もない離島の道を走ったりと、景色

が変わるのを楽しみながら練習することができます。マラ

ソンにヒントを得て、プールだけではなく、海を泳いだり

して長距離のトレーニングができるのではと考えていまし

た。私自身は、それをきちんとトレーニング法として活用

するまでには至らなかったのですが、OWSが北京五輪で

正式競技になったことで、俄然興味が沸いてきて、自ら

研究に取り組むことにしたのです。

当時、日本水泳連盟のなかで、OWSの競技に出てくれな

いかと選手たちを勧誘したのですが、なかなか出たがる

選手がいませんでした。理由を聞くと、「海の水はプール

と違って汚い」、「海で泳ぐことが怖い」と選手たちは言う

んです。泳能力はあるのに、「海では泳ぎたくない」と。

それならば、「海が汚い」という問題を何とかしなければ

ならないと思いました。できることから始めて、少しでも

海の環境を良くしたい。そこで、大会の際にはビーチク

リーニング活動を行うようになりました。ビーチには、空

き瓶などが転がっていることもあります。水泳選手として

は、そんな所をあまり歩きたくはありません。選手たちが

海で泳いでくれるよう、環境改善に努めてきました。現在、

それから10年ほどが経ち、お陰様で、競泳の長距離選手

が海で開催される大会に積極的に出てくれるようになりま

した。

OWSで競う選手たち（出典：「Ocean Newsletter」第256号）
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OWSの関係者としては、単に水泳の普及を考えればよい

わけではありません。どうせ泳ぐなら、誰だってきれいな

海で泳ぎたいものです。また、テレビ中継を考えれば、た

とえば魚が行き交う海の中を選手が泳いでいたりすれば、

映像としても素晴らしいじゃないですか。OWSが普及する

ということは、同時に、海岸のゴミ、海洋汚染など、水辺

の環境問題についても考える、非常に意義のあることです。

瀧澤
――― 普及活動と言えば、鈴木長官は、以前タンザニア
を訪問され、タンザニアの海で水泳教室をされたことがあ
ると伺いました。

鈴木
2010年のことですね。その前に、OWSの大会でワールド・

スイム・アゲインスト・マラリアという、マラリア予防の

ために世界中の人と一緒に泳いで寄付を募るチャリティ

活動をしていました。ご存じのとおり、マラリアは蚊が媒

介する伝染病ですが、1つ500円程度の蚊帳があれば防

ぐことができます。水泳を通して募金を集め、マラリアに

苦しむ地域の人たちに蚊帳を寄付しようという取組みで

す。あるとき、支援会場で「本当に困っている人に届くの

だろうか」と言う人の声を聞きました。そこで、自分たち

が責任を持って現地へ蚊帳を運ぼうということになり、タ

ンザニアの病院を訪問しました。

その際、せっかく行くのだから、現地の子どもや若い人た

ちに水泳を教えてほしいということになりました。そこで、

いろんな方にご協力いただいて、ゴーグルやキャップを

提供してもらい、現地へ行って配りました。水泳連盟とし

ても、世界でもっと水泳が普及してほしいと思っていたの

で、よい機会でした。現地にはプールがなかったので、

海でやることになりました。集まった子どもたちは満足な

水着もなかったのですが、それでも泳ぎを習いたいとい

う好奇心、向上心を持って大勢が集まってくれ、とても感

動しました。

瀧澤
―― 途上国における水泳の普及活動を通じて、感じられ
たことはありますか。

鈴木
私は、水泳の五輪メダリストとして、世界のさまざまな国

タンザニアでの水泳教室の様子
（出典：ワールド・スイム・アゲインスト・マラリア）
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や地域を訪れる機会がありました。そのなかには、飲み

水にすら困っている国も少なくありません。そう考えると、

水泳というのは贅沢なスポーツとも言えます。飲む水すら

ないのに、まして水泳なんてできるわけがないだろう、と。

私は、水泳で金メダルを獲得しました。世界一、泳ぎが

速いと認められたわけです。しかし、果たして、本当に世

界一と言えるのだろうか、と考えずにはいられませんでし

た。たとえば、走ることなら誰でも挑戦してみることがで

きます。サッカーだって、丸いものがあればボール代わり

に蹴って遊ぶことができます。ところが、水泳だけは衛生

面が整った泳げる環境がないとできません。環境で差が

つくという意味では不公平なスポーツといえます。そこで、

水泳を真の世界競技にしなければと、水泳の普及活動に

も携わりました。もっと世界各地の水泳環境を整えて、皆

にとって平等なスポーツにしていきたいと思っています。

水泳というのは、ひとつの競技というだけではなく、人類

の貧困や飢餓などの問題解決につながる可能性があるス

ポーツではないかと感じます。たとえば、海の近くに住ん

でいる場合、泳ぎができれば魚や貝を捕ったりして、食料

を見つけられます。水辺の事故や災害の際には、身を守

ることにも役立ちます。それを水泳の世界普及について考

える場合のひとつのテーマにしたいとも思っています。

瀧澤
――― 確かに、私たちの親世代までは身近な海や川で子
どもたちが泳いで遊ぶのがふつうだったと聞きます。

鈴木
実は、環境に恵まれた者しか水泳ができないというのは、

途上国だけの問題ではないのです。わが国においても、

近年はその傾向があります。昔は「国民皆泳」と言われ

たほど水泳教育が盛んで、プールが普及する前の時代な

ら海や川で泳いでいました。その後、各学校にプールが

でき、水泳の授業が行われるようになりました。そのプー

ルが老朽化し、利用しづらい現状になっているのです。加

えて、ひとたび事故が起こると教師や学校の責任となるた

め、設備があっても水泳をやらなくなった学校もあります。

これはスポーツ庁でも問題に感じていることです。いまや、

水泳は親がお金を払って子どもを水泳教室に通わせるも

のになっています。家庭環境や経済的な問題で水泳教室

に通うことができない子どもは、泳げないままになってし

まいます。これから、また国民皆泳というものを取り戻し

ていきたいと考えています。

瀧澤
――― それは寂しい状況ですね。水泳は競技のためだけ
ではなく、健康増進にも役立つものですから。

東京2020大会を通じた
海のレガシー

風を受け、疾走するセーリング競技（出典：外務省Facebook）



鈴木
水に親しむことには、多くの可能性があります。運動だけ

でなく、水に触れることで得られる効果も見逃せません。

順天堂大学の創設者である佐藤泰然の息子で、徳川家茂

や慶喜の侍医でもあった松本良順は、大磯（神奈川・大

磯町）に日本で初めて海水浴場を開設しました。当時の

海水浴は泳ぐというより、海水に含まれるミネラルが健

康増進に役立つという健康療法、いわゆるタラソテラピー

（海洋療法）でした。海水に浸かることで、人間に必要

な成分を得ることができる、海水浴が健康によいと松本

良順は説きました。それで、海水浴が健康増進法として

流行したのです。

いまでも、海水浴による健康は重要だと思います。たと

えば、地中海沿岸の地域では、地元のおじいさんやおば

あさんたちが暇さえあればビーチに行って、水あびや日

光浴をしています。こうした習慣を、日本でも取り戻した

いものです。

瀧澤
――― オリンピック・パラリンピックでも、海に関係する種
目がたくさんあります。セーリングやサーフィン、トライアス
ロン、マラソンスイミング、カヌー、ボート･･･。

東京だけではなく、セーリングは神奈川県の相模湾、サー

フィンは千葉県の九十九里浜で開催されます。日本の海

でこうした競技が行われることは、世界中の人たちに日本

の海の魅力を伝えるよいチャンスではないかと思います。

大変な面もありますが、世界的なイベントが行われること

で、地域の海の発展にもつながっていくと、好意的に考

えています。もちろん、スポーツ庁としては、海に関係す

るものだけでなく、すべての競技を運営として成功させる

責任を負っています。

瀧澤
―――子どもたちにとって、目の前で世界レベルの選手を
見ることができるのは素晴らしいですね。

鈴木
そのとおりです。夢や希望を子どもたちや若い人たちに

届けることができます。オリンピック・パラリンピックをわ

が国で開催することは、未来への投資でもあります。

また、東京五輪では、サーフィンが新種目として加わりま

した。若者に特に人気のある競技なので、若い世代の人

たちにスポーツの魅力を伝え、拡散するという面で、絶

好の機会だと期待しています。

瀧澤
―――パラリンピックについては、どのようにお考えですか。

鈴木
これまでオリンピックとパラリンピックは別々のものといっ
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た感じがありましたが、2020年に向けて、東京オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会組織委員会を合同で立ち上

げ、活動してきました。一体化したオリンピック・パラリ

ンピック大会を世界に発信するのが、東京大会ではない

かと思っています。

同時に、パラリンピックを通して共生社会の実現について

考える機会にもなります。たとえば車椅子の方など、お体

に不自由がある方も自然に生活できたり、スポーツを楽

しんだり、あるいはスポーツ観戦をしたり。心のバリアフ

リーも含めて、全国に浸透してほしいと願っています。

私はリオデジャネイロのパラリンピックに視察に行きまし

たが、パラリンピックの施設自体は、必ずしも100％バリ

アフリーではありませんでした。そうした場合、周囲の健

常者がさりげなくお手伝いをするのです。パラリンピック

施設だけでなく、さまざまな場面において完全なバリアフ

リーを整備するのは困難です。それなら、周りの人が自

然に助ける考え方や環境があればよいのです。

瀧澤
―――日本では、まずお金を使ってバリアフリー施設を作
ろうとなりがちですね。しかし、施設建設だけではなく、
人の心も大切ですね。

そうです。アメリカなどでは、バスでベビーカー連れのお

母さんが、周りの乗客に助けられて乗り降りするのをよく

見かけました。誰もが自然にさっと手助けするのです。日

本では、なかなか手伝ってくれる人がいませんが･･･。わ

たしも子どもが2人いますので、ベビーカーで公共交通

機関や施設を利用する困難はわかるつもりです。車椅子

の方や体が不自由な方たちを周囲が当たり前のように助

ける社会になるよう、パラリンピックがひとつの機会にな

るのでは、と祈っています。

もちろん、パラリンピック自体の競技性の高さにも注目し

てほしいところです。体が不自由だからレベルが低いだろ

うと思うのは間違いです。たとえば、パラリンピックのテ

ニスなら、まず車椅子を操作してボールの落下地点まで

行かなければなりません。それだけでもかなり大変なの

に、そのうえでボールを打つのですから。通常のテニス

よりも、やることがたくさんあります。2バウンドまでOK

というルールはありますが、それを考慮しても、車椅子

でコートを走り回ってボールを打つなんて、非常にレベル

が高いスポーツです。そうしたパラリンピックのすごさを、

ぜひ見て、体感してもらいたいと思います。きっと、この

人たちはすごいと感嘆するでしょう。そうしたハイレベル

の競技を間近で見られるよいチャンスだと思います。

瀧澤
―――2020東京大会のあと、どのようなレガシーを残す
べきでしょうか。さきほど環境の問題が出ましたが、マリン

東京2020大会を通じた
海のレガシー
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レジャーやツーリズムの観点ではどうでしょうか。

鈴木
スポーツ庁では、現在、スポーツによる地域・経済の活

性化として、スポーツツーリズムの推進に努めています。

アウトドアスポーツは、そのなかの重要なテーマです。ア

ウトドアに関しては、東京がどうやっても、地方にはかな

いません。海、山、川、ダムなども含めて、自然な地形

はスポーツにとってパラダイスとも言える、大きな可能性

を秘めています。

我々の計画として、スポーツ目的のインバウンドをもっと

増やしていきたいという狙いがあります。地方に住む方が

たは、自分たちが持つスポーツ資産に気付いていない例

がたくさんあります。「うちの村には何もない。海と山し

かない」と、嘆かれる･･･。それこそが、素晴らしい宝の

山なのに。それをうまく活用して、スポーツ振興につなげ

ていただきたいところです。

たとえば、私たちがやっていたOWSの場合、サーキット

シリーズというのをやっています。毎年、5月や6月ごろか

ら各地で大会を開催し、各大会に出場してポイントを貯

めた選手が、最終的に日本選手権に進めるという取組み

です。これは、ひとつの例です。海がきれいで風光明媚

な場所が日本にはたくさんあります。スポーツと観光が一

体化することで生まれる可能性を、地域の方がたに追求

してもらいたいと思います。

2019年に行われたラグビーワールドカップでも話題にな

りましたが、試合後に会場のゴミ拾いをすることは、日本

のスポーツ文化として根付いてきています。私は個人的

にも海岸でゴミ拾いをしますが、サーフィンやマラソンス

イミング（OSW）などの日本の海で行われる競技を通じて、

海辺の環境に少しでも貢献できる2020東京大会になれば

嬉しいです。

瀧澤
本日は素晴らしいお話をありがとうございました。

インタビュワー：（左）瀧澤美奈子氏（科学ジャーナリスト、海洋白
書編集会議委員）

スポーツ庁で推進しているスポーツツーリズムの動画。
「しまなみ海道のサイクリング」
（ 出典：https://sports.go.jp/movie/2018-2.html ）
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インタビュワー：竹田
――本日は、東京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会で、街づくり・持続可能性の議論をリードされ
ている小宮山先生に、海との関わりを交えつつ、大会につ
いて伺いたいと思います。1964年の東京大会の時は、日
本はまだ発展途上国でした。先進国として開催する今回の
大会は、前回と比較するとどのようになるでしょうか。

小宮山
やはり、レガシーがまったく違います。前回はオリンピッ

クを契機として、まず首都高速ができ、東海道新幹線、

名神高速道路などができました。このようなハード・イン

フラが一気に整備され、その後の経済成長を支えました。

「この苦しい時にこんなことにお金を使うな」という反対

意見もありましたが、全体としては、日本がアジアの国と

して初めてオリンピックを開催できるまでになったという

高揚感のほうが大きかったように思います。

現在の日本は先進国ですから、先ほど挙げたようなハー

ド・インフラが建設されて経済発展に寄与するということ

はあまり考えられません。現在では、持続可能性（サス

テナビリティ）が世界の関心事になっています。今回の

東京大会では、持続社会というものを具体的に見える形

で提案する機会にしたいと考えています。私は、「持続社

会のショーウインドウにする」という言い方をしています。

㈱三菱総合研究所 理事長、
東京オリンピック・パラリンピック
競技大会組織委員会 
街づくり・持続可能性委員会 委員長

小宮山宏氏

小宮山宏：東京大学工学部化学工学科教授、東京大学理事・副学長、東京大学総長などを経て、現在は
㈱三菱総合研究所理事長。日本海洋政策学会顧問やプラチナ構想ネットワーク会長、大学スポーツ協会顧問、
東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会街づくり・持続可能性委員会委員長なども務める。

東京大会を持続社会の
ショーウインドウに

インタビュー ②

13



竹田
――小宮山先生は幼少期に東京湾に親しまれたと伺ってい
ます。しかし、高度経済成長期の東京湾の汚染は深刻で
した。それから半世紀以上経ち、汚染からかなり脱却して
います。この間の変化をどのように評価されますか。

小宮山
私の少年時代、東京は貧しいけれども川や海は非常にき

れいでした。子どものころ、父に連れられて東京湾にハ

ゼ釣りにも出かけました。バケツにいっぱい捕れたハゼ

を、母が喜んで天ぷらにして夕食のおかずにしてくれまし

た。当時は、そうやって夕食のおかずを自分たちで調達

したものです。

ところが高度成長が始まり、しかもあの当時は排水処理は

考慮されていませんでした。隅田川沿いや多摩川沿いに

は上流のほうにさまざまな工場があり、工業廃水や生活

排水を川にそのまま流していました。清流があっという間

に台無しになってしまいました。多摩川もブクブクと泡が

たっていたものです。隅田川も同様で、1962年から1977

年までは水質汚染もあり花火大会が中止になりました。

空気もひどかったのです。太平洋ベルト地帯を中心に、

光化学スモッグが頻発していました。空はどんよりといつ

も曇っているような状況でした。実は、空は２、３日大

気汚染物質を排出しなければ改善するのです。たとえば

北京がそうです。式典の前に工場を操業停止にして青空

を取り戻したりしています。ところが、水はそうはいきま

せん。泥や汚水がたまるため、短期間での改善は難しい

のです。

川がきれいになるには、２、30年かかっているでしょうか。

いまは、東京湾に流れこむ江戸川、隅田川、多摩川など

には、鮎が遡上します。多摩川では1,000万匹もの鮎が

遡上しています。ここまで回復するには、ずいぶん時間

がかかりました。きれいになり始めたのは、1990年代で

はないでしょうか。海はもっと時間がかかります。川の水

が東京湾に流れ込んで、それが湾外に流れて、ようやく

きれいになるのですから。東京湾がいよいよきれいになっ

たのは、21世紀に入ってからではないでしょうか。いま

では東京湾で捕れた魚がお寿司のネタになったりしてい

ます。

今回の、東京大会で見せるべきは、川や海だと思います。

川や海がきれいになっていることを含めて日本の景色を

見せることが重要です。渋谷という大都会から電車で10

分ちょっと行けば、二子玉川駅周辺（東京・世田谷）で

鮎釣りをすることができるのですから。現在、汚染に苦し

められている人たちは、世界中にたくさんいますが、そ

の人たちに「回復できるんだ」という希望を与えると思い

ますよ。

東京大会では、「自然共生社会」をレガシーとして、社会

制度や一人ひとりのマインドに残したいものです。

二子玉川付近の多摩川。いまでは鮎が遡上する。

竹
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竹田
――ただ、一方で、トライアスロンの会場となっているお
台場では水質が問題になっています。

小宮山
お台場の問題は、結局は下水処理のシステムの問題なの

です。東京は割合早い段階、明治時代に、パリやロンド

ンなどの下水処理を真似してシステムを導入しました。そ

のころの人口は少なく、システムの規模も小さくて済ん

だので、下水と雨水を一緒にして処理する合流式でした。

しかし人口が大幅に増えたいま、その合流式が課題になっ

てきました。大量の雨が降ると雨水と下水が一緒になる

ため、処理しきれずに東京湾に下水が排出されます。ちょ

うどその出口あたりにトライアスロン会場があるため、大

雨の直後は大腸菌が多く検出されるということが起きてし

まいます。未処理の下水が流れ出てしまった結果です。

普段は大丈夫なのですが。

いまは多くの都市で下水と雨水を分けて処理する分流式

が導入されています。本来は、東京でも分流式に変えて

いかなければならないのですが、すでに合流式の下水が

広い範囲で用いられており、その改修には膨大なコスト

が必要となります。可能な手段で解決できる方法を見つ

けなければなりません。土木や都市工学のエンジニアが、

真剣に考えなければならない問題です。すでにあるシス

テムをどのように作り変えていくか、東京大会を契機とし

てイノベーションが求められています。

竹田
――水質、海洋汚染といろいろあるなかで、先生は宮古
島の保良（ぼら）湾でサンゴ礁の研究をされていた経緯
もあります。いま、地球温暖化の影響でサンゴの白化現象
が懸念されています。

小宮山
二酸化炭素（CO₂）による温室効果については、実は19

世紀に判明しています。フランスの数学者・物理学者フー

リエによって仮説がたてられ、その後イギリスの物理学

者チンダルが実験で温暖化を確認しています。ところが、

そのころはCO₂の増加量は少なく、たいして問題と認識さ

れませんでした。それが1980年代、90年代になってから

深刻にとらえられるようになりました。そして、いま起こっ

ている温暖化は、学者が予測するスピードを上回ってい

るのではないでしょうか。

私が宮古島でサンゴの研究をしていた1990年代には、サ

ンゴがCO₂を固定して温暖化対策の重要な切り札になる

かもしれないと言われていました。私も半ばそう考えて、

研究に取り組んだのです。実際のところは、サンゴは切り

札にはならないことがわかったのですが、スキューバダイ

ビングでサンゴを見ると、こんなに美しいものを壊しては

いけないと本気で思いました。水温が28度を超えるとサ

ンゴの白化が始まるので、ゲノムを操作して高温に強い

サンゴを開発しようとか、水温の低いところに移植しよう

といった、いろいろな試みがあります。しかし、それでは

間に合わないように思えます。近年、海水温の上昇に伴

なって、サンゴの北限がどんどん北上しています。

東京大会を持続社会の
ショーウインドウに

トライアスロンの会場となるお台場

15



竹田
―――IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の報告で
も、1.5度の地球温暖化で90％のサンゴが死滅するといわ
れています。

小宮山
そうですね。もうCO₂の排出を早くゼロにしなければなり

ません。『IPCC1.5度特別報告書』では、世界の平均気温

上昇を1.5度未満に抑えるためには、2050年ごろにCO₂排

出量実質ゼロを目指す必要性が示されています。しかし、

それでは間に合わないでしょう。現在、平均気温が1度程

度上昇していると言われていますが、1度の上昇でこれだ

けの影響が出ています。北極の氷が溶けるスピードも、我々

が昔予測していたよりもはるかに速いわけです。2050年に

ゼロにするのは当たり前で、もっと早くに実現しなければ

ならないというのが、いまの科学の予測です。CO₂を排出

しないためには、化石燃料を使わないようにすることです。

再生可能エネルギーを可能なかぎり早く導入する必要があ

ります。同時に、省エネルギーも極めて重要となります。

そのため、東京大会でもさまざまな取組みが行われてい

ます。オリンピックの象徴である聖火台の燃料には、地

球環境に配慮して水素を利用することが決まりました。大

会史上初の試みです。しかし、水素の作り方が問題です。

現在主流の方法は、化石燃料から水素を取り出すやり方

ですが、これではCO₂も排出してしまいます。東京五輪

の聖火台に用いる水素は、福島で行っている太陽光発電

を利用します。そこでできた電気で、水を電気分解して

水素を作ります。これは完全にCO₂フリーです。

そのほか、随所で省エネルギーを取り入れています。

LEDなどは当たり前です。電気自動車、水素自動車も用

いられます。これらを補うエネルギーには、再生可能エ

ネルギーを徹底的に活用しています。

省エネルギーと再生可能エネルギーの徹底利用が大事で

宮古島でのサンゴ調査（左端が小宮山氏）

海水温が上がると、サンゴの白化が進む。
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すが、それでも飛行機や船で東京に多くの人がやって来る

のですから、現段階では抑えることのできないCO₂もあり

ます。その分は、植林などでオフセット（埋め合わせ）し

なければなりません。省エネ、再エネ、やむを得ない部

分はオフセットの3つでCO₂をゼロにする。東京大会では、

だいたいこれらが実現できるというところまで来ています。

 竹田
――昨年G20も大阪で開催され、海洋プラスチック問題
が主要テーマとなりました。東京大会ではどうでしょうか。

小宮山
プラスチックがどうなるかというのは、現在、一番大きな

問題かもしれません。無駄な包装を省くなどの対策は必

要ですが、すべてのプラスチックを禁止することは無理で

しょう。現在の利便性は、誰しも捨てられないと思います。

それを捨てるのではなく、前に進むのが重要です。

良識のある化学会社は真剣にプラスチック問題に取り組

んでいます。しかし、最終的に釣り糸やペットボトルなど、

海に流出したプラスチックをどうするのかといった問題が

残ります。プラスチックを回収したとしても、消費者が使

うものは必ず一部はゴミとして流出してしまいます。それ

ならば、そのゴミが環境にダメージを与えないよう生分解

性プラスチックにしていく必要があります。

海洋プラスチックの問題について、東京大会で答えを出

すことはできませんが、象徴として非常に重要です。東京

大会では、「みんなの表彰台プロジェクト」という、国内

から集める使用済みプラスチックを使ってオリンピックの

東京大会を持続社会の
ショーウインドウに
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東京大会を持続社会の
ショーウインドウに

表彰台を作る取組みをしています。そのなかには、海洋

プラスチックも一部活用しています。循環社会、つまりプ

ラスチックの循環が考えられています。

竹田
――「みんなの表彰台プロジェクト」のほかに、東京大会
では環境に配慮した持続可能な取組みがあるでしょうか。

小宮山
今回の大会では、パソコンやスマートフォンから金属を集

めてメダルを作る、「みんなのメダルプロジェクト」が導

入されました。自然の鉱山を掘らなくても、都市鉱山から

有用な資源を再生活用できるのです。

また、各地の自治体から木材を借りて選手村ビレッジプ

ラザを建設する、木材活用リレーもあります。これには

63の自治体が参加しています。大会後には選手村ビレッ

ジプラザを解体し、木材をすべて地方自治体に返却して、

木材をレガシーとして活用してもらうものです。これも循

環社会です。このほか、競技場の建設には、スクラップ

からの鉄材がこれまでより多く使われています。

竹田
――たとえば、サーフィン会場となる千葉県の釣ヶ崎海岸
では選手も参加するビーチクリーンのイベントが組織委員
会で実施されています。

小宮山
スポーツ選手のような、人気のある方がたが率先して何

かするのはとてもいいことです。たとえば、私は寄付をす

る文化は先進国では必須だと思うのですが、日本ではま

だ寄付が文化として浸透するには至っていません。そうし

たとき、サッカー協会が協力してスター選手が寄付をした

りしてくれました。これは非常に良い宣伝効果です。この

ように、一部分だけでの活動にとどまらず、それを契機と

して大きな動きになってほしいです。

竹田
――東京大会がそうしたきっかけになれば、ということで
すね。

小宮山
そのとおりです。きっかけが重要です。道路や鉄道といっ

たハード・インフラというのは、当然その後も残ります。

ですが、こうしたビーチクリーンの活動も、不要になった

スマートフォンなどを供出して都市鉱山として採掘するとい

うことにしても、持続社会のショーウインドウだと思います。

これをやめたら、それっきりです。そうした動きをなんと

かして定着させなければなりません。スマホを集めること

はビジネスとしても成立するので、スマホを回収してデー

タ消去を行うような企業も出てきています。こうした動き

が残れば、循環社会のインフラになるでしょう。1964年

の前回大会はその後にハードが残りましたが、今回はそう

したソフトが残った、というふうにしなければなりません。

竹田
本日は、有意義なお話をありがとうございました。

「みんなの表彰台プロジェクト」
合同記者発表会  （出典：東京
都ウェブサイト）

インタビュワー：（左）竹田有里氏（環境ジャーナリスト、海洋白書
編集会議委員）
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